
例：待機児童として、４年生Ａ、５年生Ｂ、６年生Ｃがいる場合

優先順位 申請者

1 4年生Ａ

2 5年生Ｂ

3 6年生Ｃ

パターン①　年度途中に１年生”Ｄ”が入会申請した場合 低学年の”Ｄ”を優先します。

（申請前） （申請後）

優先順位 申請者 優先順位 申請者

1 4年生Ａ 1 １年生Ｄ ”Ｄ”が1番低学年なので優先順位が1位となります。

2 5年生Ｂ 2 4年生Ａ

3 6年生Ｃ 3 5年生Ｂ

4 6年生Ｃ

パターン②　年度途中に5年生”Ｆ”が入会申請した場合 ①”Ｆ”について入会審査表により採点します。（得点12点）

②”Ｂ”の入会審査表の得点（10点）と”Ｆ”の入会審査表の得点（12点）を比較します。

③入会審査表の得点が高い”Ｆ”を”Ｂ”より優先します。

（申請前） （申請後） ※4年生"A”は5年生”Ｆ”より低学年なので、優先順位は変わりません。

優先順位 申請者 優先順位 申請者

1 4年生Ａ 1 4年生Ａ

2 5年生Ｂ 2 5年生Ｆ 入会審査表の得点比較の結果”Ｆ"は2位となります。

3 6年生Ｃ 3 5年生Ｂ

4 6年生Ｃ

なかよし学級　年度途中で入会申請があった場合の待機児童の優先順位（定員に達している場合）


